
期　　日 令和７年８月30日(土)・31日(日)　予備日９月１日(月)

会　　場 佐久市臼田総合運動公園テニスコート
（予備日も含む）

受　　付 8:00～8:20　会場で監督が行う

開 会 式 大会初日８：４５開始
大会２日目以降は８：４５より選手ミーティングを行い終了後競技開始

監督連絡会 全日程を通じ８：２０開始

主　　催 東信高等学校体育連盟、長野県高等学校体育連盟、長野県教育委員会

後　　援 佐久市教育委員会

主　　管 東信高等学校体育連盟テニス専門部、長野県高等学校体育連盟テニス専門部

大 会 長 倉石　仁志(東御清翔高等学校長)

競技役員 トーナメントディレクター　　正　村　真　一(上田西)
レフェリー　　　　　　　　　竹　内　　　弘(野沢北)
アシスタントレフェリー　　　堀　内　政　幸(染谷丘)　　菊　池　文　明(野沢北)
競技委員(総務)　　　　　　　平　上　信　一(上　田)　　飯　島　栄　一(岩村田)
　　　　(記録)　　　　　　　森　山　　　裕(岩村田)　　永　田　清　顕(野沢北)
　　　　(救護)　　　　　　　橋　詰　美弥子(上田西)　　宮　澤　謙　一(染谷丘)

　 　　　　　　　　　　　　　　佐　藤　　　毅(長　聖)

補助員 上田(７名)、染谷丘(７名)、上田西(７名)、野沢北(７名)
※ 本部補助員（野沢北）
※補助員は各会場に７：４５までに集合

県大会 期日　９月26～28日(金～日)、予備日29日(月)
会場　松本市浅間温泉庭球公園（改修工事のため金曜日からの開催）
出場　男女とも上位４校
　男女ともベスト４以上に表彰状を与える。表彰式は大会最終日に行う。
　県大会出場を決めた学校は、参加料をまとめ、本部に提出する。
　その際、監督・団体戦登録選手の確認を行う。(県大会参加料：一人１０００円)

諸連絡 本プログラムに記載されていない連絡等は、参加校顧問宛に電子メールで送信する。

令和７年度 長野県高等学校新人体育大会東信大会 テニス競技
兼　第４８回全国選抜高校テニス大会 東信地区大会

実施要項



Ⅰ　競技方法
(1) 男女ともラウンドロビン(リーグ戦)で順位を決定する。
(2) 各対戦は、次の通りとする。

●スタンダードゲームの１タイブレークセットマッチ(６－６でタイブレーク)で行う。
●上位大会に準じ、全試合ノーレットルールを採用する。
●団体戦としての勝敗にかかわらず全対戦を行う。

(3) ダブルス２組(D1・D2)、シングルス３本(S1・S2・S3)でチームを編成する。
(4)  シングルスの実力順位で４名～９名を登録する。

 ダブルスは９人の中から２組を自由につくる。登録順位の和の小さい方の組をD1、
大きい方の組をD2とする。
ただし、和が同一の場合は、登録順位上位の選手のいる組をD1とする。
シングルスは、ダブルスに出場しないどの３人が出場してもよいが、登録順位の
上位の者からS1、S2、S3とする(シングルスとダブルスを兼ねることはできない)。

(5) S1同士、D1同士、S2同士、D2同士、S3同士が対戦する。
団体戦の勝敗の決定方法は次の通りとする。
　A(登録人数)vs.B(登録人数)・・・勝敗決定方法
　（ａ）A(7-9人)vs.B(7-9人)・・・従来通り3勝以上のチームの勝ちとする
　（ｂ）A(7-9人)vs.B(6人)・・・・S3はAの不戦勝(1勝)からｽﾀｰﾄ
　（ｃ）A(7-9人)vs.B(4-5人)・・・S3､D2 はAの不戦勝(2勝)からｽﾀｰﾄ
　（ｄ）A(6人)vs.B(6人)・・・・・3勝以上のチームの勝ちとする。
　　  　2勝2敗の場合は、①取得ｾｯﾄ率、②取得ｹﾞｰﾑ率の順に高い方の勝ちとする
　　　　①②ともに同じ場合はS1勝者の勝ちとする
　（ｅ）A(6人)vs.B(4-5人)・・・・D2はAの不戦勝(1勝)からｽﾀｰﾄ
　　　　勝敗の決定方法は（ｄ）と同じ
　（ｆ）A(4-5人)vs.B(4-5人)・・・2勝以上のチームの勝ちとする
大会当日、選手が３名以下のときは失格とし団体戦としての不戦敗とする。
※なお、団体戦にてリタイアした選手またはペアのいるチームが勝ち上がった場合、
　同じ日に次の対戦がある場合には、そのリタイアの主因となった選手(下記参照)
　は出場できない（次の日は出場できる）。
　リタイアの主因となった選手
　　シングルスの場合はその選手、ダブルスの場合はリタイアの主因となった選手。

(6) 試合球はウィルソンエクストラデューティーを使用する(専門部で用意)。　
全競技終了後、各校が使用済みボールを持ち帰る。

(7) 試合は、競技日程に従って実施する。

Ⅱ　審　判
(1) 全試合ともソロチェアアンパイア方式(ＳＣＵ方式)で行う。
(2) 担当は本部で指示する。

Ⅲ　その他
(1) ボール代１チーム6000円を、大会初日の受付時に提出すること。
(2) 服装は、全国高体連テニス専門部の服装規定に従うこと。

(全国高体連テニス専門部ＨＰ　内規・通知等の内規・規程のＲ６服装規定参照）
(3) 登録された監督または選手がベンチコーチに入ることができる。
(4) ボールパーソンは自校のシングルスの試合のとき、一人置くことができる。
(5) ルールについては、原則として最新のＪＴＡテニスルールに従う。

なお、第１ゲーム終了後のチェンジエンドの際のレストは９０秒以内とし、
ベンチコーチによるアドバイスを受けることができる。(ローカルルール)

(6) 大会期間中、公式練習時間ならびに試合前のサーブ練習以外のボールを使用した
練習は一切禁止する。

(7) 各施設の使用上の注意を遵守する。飲食等は所定の場所で行うこと。
ゴミは各自で持ちかえるとともに、施設の美化に努めること。

(8) 前回大会(東信総体)の優勝校は、優勝カップを持参すること。
(9) 熱中症や感染症に注意し、体調管理に十分配慮すること。

(10) 事故防止のため、車の乗降は、駐車場で行うこと。
(11) 競技の写真やビデオ撮影等は、対戦校の監督及び選手に許可を得てから行うこと。

また、許可の有無にかかわらずＳＮＳ等へのアップロードなどは一切行わないこと。



【男子選手一覧】

№１ №２ №３ №４ №５

№６ №７ №８ №９

徳　竹　秀　斗② 山　浦　航　太② 町　田　紫　音① 上　谷　　　仁② 今　井　亮　太①

志　田　麻　騎① 小　山　識　磨② －－－－－ －－－－－

柳　原　宙　来② 玉　井　柾　成① 寺　崎　壱　杜① 乙　部　琥太郎① 関　　　瑛　人①

森　下　大　弥② －－－－－ －－－－－ －－－－－

宇佐見　凌　臣① 小　池　直　仁② 浅　野　勇　宇① 加　藤　蓮　大② 飯　塚　翔　悟②

北　澤　　　怜② 園　田　琉　偉② －－－－－ －－－－－

小　池　直　裕② 宮　　　柊　介② 原　　　季　輝② 竹　中　快　心① 重　田　慶　樹①

－－－－－ －－－－－ －－－－－ －－－－－

土　屋　海　斗② 向　山　幸　希② 渡　邊　幹　大① ﾎﾘﾗｯｸ　 呂　蔓① 橋　詰　凛太郎①

韓　　　慕　希① －－－－－ －－－－－ －－－－－

【女子選手一覧】

№１ №２ №３ №４ №５

№６ №７ №８ №９

割　田　明　愛① 安　原　萌　葉② 保屋野　　　咲② 神　戸　心　碧① 荒　井　美　咲①

三　橋　凛　和① 小　山　千　咲① －－－－－ －－－－－

宮　坂　璃　子② 園　田　琉　華② 矢　島　爽　香② 春　原　あ　こ① 山　浦　詩　乃①

中　村　咲　那① 新　井　友　望① 竹之内　二　帆① －－－－－

大　浦　恵　実① 相　澤　希　美② 白　川　愛　來② 田　村　心　花① 塩　野　芽　梨①

－－－－－ －－－－－ －－－－－ －－－－－

金　子　瑠　愛① 神　戸　瑞　希② 中　嶋　美　代② 半　田　花　凜② 森　角　桃　湖②

坂　爪　楓　花② 熊　谷　理　来① －－－－－ －－－－－
4 野 沢 北 竹内　弘

2 上 田 西 正村　真一

3 岩 村 田 飯島　栄一

№ 高校 監督

1 上 田 染 谷 丘 宮澤　謙一

4 岩 村 田 森山　裕

5 佐 久 長 聖 佐藤　毅

2 上 田 染 谷 丘 堀内　政幸

3 上 田 西 橋詰　美弥子

№ 高校 監督

1 上 田 平上　信一



【男子団体戦】
№ 勝 敗 取得ゲーム率 順位

1

2

3

4

5

【女子団体戦】
№ 勝 敗 取得ゲーム率 順位

1

2

3

4

岩 村 田

野 沢 北

上 田 西

上 田 染 谷 丘

学校名 上田染谷丘 上田西 岩村田 野沢北

佐 久 長 聖

岩 村 田

上 田 西

上 田 染 谷 丘

佐久長聖

上 田

学校名 上田 上田染谷丘 上田西 岩村田


